
 

  

１月の保健だより 

あけましておめでとうございます。子どもたちの元気なあいさつで新しい一年がスタート

しました。感染症が流行る時期ですが、子どもたちが元気に過ごせるよう食事・運動・睡眠

のバランスを大切にしていきましょう。 

今年も保健だよりを通して感染症の予防などをお伝えしていきたいと思います。本年もよ

ろしくお願いいたします。 

 

～保健行事～ 

０才児健診 １月１３日（火）14時 30 分～ 嘱託医 吉崎医師 

視力検査  １月１３日 (火) 3 才児クラス 

 

～歯科結果～ 

歯科健診（後期）終了いたしました。 

・虫歯があったお子さんは早めに歯科受診を 

しましょう。 

・虫歯になりそうなお子さんには、寝る前の 

仕上げみがきを引き続きお願いいたします。 

また、歯の清掃や歯みがき指導なども 

歯科でご相談いただくことをお勧めします。 

 

※1 月１７日（土）10:00～10:30 

嘱託医の小田先生による歯科講習会(オンライン)を予定しています。 

      ご参加お待ちしております。 

 

子どもの虫歯予防～歯に良いおやつ～ 

むし歯菌は、砂糖量が多く、ベタベタ歯にくっつくおやつが大好きです。 

「歯によいおやつ」を下のイラストで確認してみてください。 

だらだら食べると歯が溶ける回数が増える為、むし歯になりやすくなってしまいます。 

  歯によいおやつの食べ方のポイントは、以下の 3つです。 

   1 時間を決めて食べる 

   2 食べる量を決める 

   3 あまいものとあまくないものを組み合わせる 

 

たかさご保育園 

2025（R7）年度 

 

ひよこ ばんび うさぎ りす ひつじ ぞう

虫歯あり 0 0 1 1 1 1

虫歯なし 15 17 16 15 14 15

虫歯になりそう 0 0 1 1 1 0
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歯科健診結果（秋）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「低温やけど」とは、熱いものに触れることによって起きるやけどのうち、比較的 

低い温度（約 44～60℃）によって生じる「やけど」のことです。例えばカイロや湯たんぽ、

電気カーペット、電気アンカ、オイルヒーター等の防寒・暖房グッズで起こります。 

短時間の接触では「温かくて気持ちがいい」と感じる温度のものを、長時間にわたって皮

膚と密着させていたり、使用中に寝てしまったりすることで、低温やけどを引き起こします。

特に、乳幼児や高齢者は皮膚が薄いので、それらを使用することで低温やけどを起こすリス

クが高く注意が必要です。 

低温やけどに気付いたら、約 10 分以上もしくは痛みがなくなるまで、清潔な流水で冷や

しましょう。ただし、気づいた段階で、患部を冷やす応急処置をしてもあまり効果が期待で

きないこともありますので、「低温やけどかな？」と思ったら自己判断せず、早めに医療機

関を受診し、適切な治療を受けましょう。 

※早く冷やそうとして直接、保冷剤や氷をあてること、また水の温度によっては凍傷のリス

クにもなりますので注意しましょう。 

 

※医療機関で感染症と診断されましたら、 

早めに保育園へお知らせいただけますようお願いいたします。 

 

低温やけどに気をつけましょう 

足立区ホームページより 


